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長谷川等二筆竹藤図屏風美術工芸品保存修理業務委託 

に関するプロポーザル実施要項 

次のとおり、大阪市立美術館館蔵品「長谷川等二筆竹藤図屏風」修理にかかる公募型プロ

ポーザルを実施する。 

１.案件名称

長谷川等二筆竹藤図屏風美術工芸品保存修理業務委託

２.業務内容に関する事項

（１）業務目的と概要

本事業は当館の館蔵品「長谷川等二筆竹藤図屏風」（館蔵品番号003100、以下本作

品）の修理を行い、修理後に展示にて活用することを目的とする。 

本作品は、当館の主要コレクションである田万コレクションの中の優品である。長谷川等

伯に連なる、近世初期の長谷川派の総金地屏風として『國華』に紹介されるなど著名である

が、画面の大部分を占める金地のオゼを中心に皺や虫喰いが目立ち鑑賞の大きな妨げとなっ

ていた。 

具体的には、虫害による本紙の欠失、上舐め、下地の木材の反りや乾燥による本紙の隅

皺、墨、絵具層の剥離剥落が生じており修理が必要な状態であるほか、過去の修理により下

地の厚みに合わない椽が使用されるなど、現状のままでは作品に負荷がかかる形態となって

いる。また、本来であれば余白の多い金地の空間に竹林の筆墨が冴え、墨の濃淡による遠近

感や空気感の巧みな描写が見どころであるが、金地の皺や虫損が画面の印象を大きく変えて

おり、作品が持つ魅力を半減させている。そのため館外への貸出はもとより、館内での展示

の機会も少なくなっている。本作品を安全な状態で保管、またより有効に展示に活用するた

めにも、作品の根本的な修理が必要不可欠である。 

今般、その目的を達成するため、受注者の持つ指定絵画の修理に関する手法や幅広い知識

と経験、専門性の活用が期待できる、国宝装潢師連盟に加盟する民間事業者から企画提案を

受け、プロポーザル方式によって選定し、選定した業者と契約を締結する。 

（２）業務内容 

別紙「仕様書」を参照のこと 

（３）事業規模 

金１３，０００，０００円（消費税等を含む） 

（４）契約期間 



契約締結日～令和７年３月３１日 

（５）納入場所 

大阪市立美術館（大阪市天王寺区茶臼山町1-82） 

（６）費用分担 

受注者が業務を遂行するにあたり必要となる経費は、契約金額に含まれるものとし、地方

独立行政法人大阪市博物館機構は契約金以外の費用を負担しない。 

（７）大阪市博物館機構側から提供する資料 

作品調査画像データ 

３.プロポーザル参加資格要件等 

次に掲げる条件のすべてに該当すること。 

（１）地方自治法施行令（昭和 22 年政令 16 号）第 167 条の４の規定に該当しない者である

こと。 

（２）プロポーザル参加申請時において、大阪市競争入札参加停止措置要綱、地方独立行政

法人大阪市博物館機構入札参加停止要領に基づく停止措置及び、大阪市契約関係暴力

団排除措置要綱に基づく入札等除外措置を受けていないこと及び、同要綱別表に掲げ

るいずれの措置要件にも該当しないこと。 

（３）大阪市暴力団排除条例第２条第２号に規定する暴力団員又は大阪市暴力団排除条例
施行規則第３条各号に規定する暴力団密接関係者に該当すると認められる者でない
こと。

（４） 国税および市町村税のいずれについても未納がないこと。

（５） 国宝装潢師連盟に加盟し、かつ、発注者が修理監督業務に随時対応できるよう京都国立

博物館文化財保存修理所内に工房をもつ事業者であること。

４.スケジュール 

①公募開始 

②現地説明会参加申込期限 

③現地説明会 

④質問受付締切 

⑤質問回答 

⑥参加申請書類の提出期限 

⑦参加結果通知 

⑧企画提案書の提出締切 

⑨選定結果通知 

令和５年７月２５日（火） 

令和５年８月１日（火）午後５時まで 　

令和５年８月 上旬 

令和５年８月２３日（水） 

令和５年８月３０日（水） 

令和５年９月１日（金）午後５時まで 

令和５年９月 ６日（水）午後５時（予定） 

令和５年９月 １１日（月）午後５時（予

定） 令和５年９月下旬（予定） 
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５.現地説明会の開催 

（１）開催日時 

令和５年８月上旬 （予定） 

大阪市立美術館担当者が現地説明会参加希望業者に連絡を取り、希望日を聞き調整する。 

（２）開催場所 

三井倉庫 正面入口集合（大阪市西区土佐堀２丁目４） 

（３）内容 

対象となる作品の状態を2時間程度で確認する。 

（４）申込方法 

現地説明会に参加しようとする者は、別紙「公募型プロポーザル現地説明会参加申込書 

（様式１）」を当館ホームページ（https://www.osaka-art-museum.jp/）からダウンロ

ードのうえ、申込期日までに「１４.提出先・問い合わせ先」へ電子メールで提出し、担当者

と別途日時の調整を行うこと。 

※郵便、持参、電話、口頭による申込みは受け付けない。

※当日の参加者は１事業者あたり4名までとする。

（５）申込期限 令和５年８月１日（火）午後５時まで（必着） 

※申し込みのない者は、説明会への参加は認めない。

（６）その他 

現地説明会への参加はプロポーザル参加申請にあたっての必須条件ではない。 

６.質問書受付・回答 

（１）質問書受付期間 

令和５年７月 ２５日（火）から令和５年８月 ２３日（水）午後５時まで（必着） 

※別紙「質問書（様式２）」を「１４．提出先・問い合わせ先」まで電子メールにて提出

すること。

※受付期間以降に届いた質問および郵便・持参・電話・口頭による質問は受け付けない。

（２）質問に対する回答 

令和５年８月３０日（水）午後５時に当館ホームページ（https://www.osaka-art-

museum.jp/ ）にて公開（予定）。 

７．プロポーザル参加申請書類の作成および記載上の留意事項 

（１）応募書類 【各１部】 

ア）公募型プロポーザル参加申請書（様式３） 

イ）公募型プロポーザル参加申請にかかる誓約書（様式４） 

ウ）会社概要（パンフレット等事業者の業務内容がわかるもの） 

エ）受託業務実績報告書（様式５） 
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オ）使用印鑑届（様式６） 

カ）印鑑証明書 

キ）登記簿謄本又は登記事項全部証明書 

ク）最新の事業年度の法人税と所在地の市町村民税並びに固定資産税・都市計画税の

納税証明書 

ケ）消費税及び地方消費税の納税証明書（納税証明書その３（その３の３でも可）） 

コ）国宝装潢師連盟加盟の証明書 

※カ～ケについては、申請時点で発行から３か月以内のものであること（写し可）

※ク及びケは、「未納の額が無いことがわかるもの」であること

※コは、発行時点を限定しないが、最新のものであること（写し可）

※参考納税証明書について

【国税の納税証明書】

取得方法については、国税庁ホームページおよび参加申請者の現在の住所地（納税

地）を所轄する税務署で確認すること。 

・「法人税と消費税及び地方消費税に未納の税額がないことの証明書」（納税証明書

「その３の３」） 

【市町村民税の納税証明書】 

取得方法については、納税地の市町村に確認すること。申請する法人（納税義務者）が

納付・納入すべきすべての税目のうち、納期の到来している税目について、未納がない

ことを証明すること。 

（２）提出期限 令和５年 ９月 １日（金）午後５時まで（必着） 

（３）提出先 

郵送等（書留郵便等、配達の記録が残るもの）により「１４.提出先・問い合わせ先」ま

で送付すること。持参は受理しない。また、封筒の表に「長谷川等二筆竹藤図屏風美術

工芸品保存修理業務委託」と朱書きすること。また提出された書類は一切返却しない。 

８．プロポーザル参加資格審査結果通知 

（１）参加申請の提出書類によりプロポーザル参加資格を審査し、資格を確認できた者に対

して、結果通知を次のとおり電子メールにて送付する。 

通知日 令和５年９月６日（水）午後５時（予定） 

（２）参加資格を認めなかった申請者には、理由を付して送付する。 

９．企画提案書等の作成および記載上の留意事項 

（１）企画提案書類

提案書の様式は自由とする。散逸等防止の為、Ａ４判両面15枚までとし、紙ファイル等

を利用して綴じること。
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①企画提案書（様式７）

②業務実施計画書（様式は自由 Ａ４判）

仕様書記載の各業務について、提案項目ごとに具体的に記載すること。画像の使用も

可とする。

ア）法人としての業務遂行力・実施体制 

イ）博物館や類似施設等における同種業務の遂行実績 

ウ）修理作業内容 

エ）工程のスケジュール 

オ）その他提案事項（本件を履行するにあたって効率的効果的に進めるための提案） 

③経費見積書 

修理作業のための人件費、材料費、その他必要経費など項目ごとにまとめること。 

輸送中および修理中の保険については、特別経費に入れること。 

（２）提出期限 令和５年９月１１日（月）午後５時まで（必着）

（３）提出部数

郵送等（書留郵便等、配達の記録が残るもの）により「１４.提出先・問い合わせ先」まで

送付すること。持参は認めない。また、封筒の表に「大阪市立美術館館蔵品「長谷川等二筆

竹藤図屏風美術工芸品保存修理業務委託企画提案書在中」と朱書きすること。また提出され

た書類は一切返却しない。 

１０．選定基準・方法 

（１）評価方法 

企画提案に基づき、提案内容の企画面と経費見積面を採点する。選定は非公開とし選定

内容についての質問や異議は一切受け付けない。 

（２）評価及び配点基準 

①企画点（９０点） 

5点 

5点 

5点 

10点 

10点 

15点 

10点 

10点 

ア 損傷状況の把握

イ 裏打ちの除去方法

ウ クリーニング方法

エ 剥落止めの処理方法

オ 旧補修の除去・補紙方法

カ 補彩方法

キ 科学調査方法

ク 法人としての業務遂行力・実施体制

ケ 同種業務の遂行実績 10点 

正本１部（記名・代表者印を押印したもの）と副本１部、 

データ１部（正本、副本データを収めたＣＤ－Ｒ） 

※副本には記名・押印せず、事業者を特定できる箇所（事業者名・所在地・代表者名・

ロゴマーク等）にはマスキングの処理を行うこと。

（４）提出先 
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コ その他提案事項 10点 

②経費見積点（１０点）

人件費、材料費、その他必要経費など項目ごとにまとめること。

（３）合計点が最も高い提案者が２者以上（同点）の場合の対応 

その他提案事項の内容を協議し、優れた提案者を事業予定者とします。 

(４)参加者が１者である場合の取り扱い 

プロポーザル参加者が１者のみの場合においても、審査の結果、評価点が 60％以上の

得点を獲得し、業務を適切に実施できると判断された場合には、当該参加者を事業予定者

とする。 

１１．選定結果の公表及び通知 

評価点が最も高い事業者に結果を連絡する 。また、選定結果を大阪市立美術館ホームペ

ージ（https://www.osaka-art-museum.jp/ ）にて掲載する。 

（電話等による問い合わせに回答しない。） 

１２．契約手続き 

（１）契約の締結 

選定された事業予定者は、企画提案書に基づき、当機構と詳細な内容について協議を行

い、正式な業務委託仕様書及び経費見積書を提出のうえ、法人の定める予算の範囲内に

おいて契約を締結する。 

（２）失格要件 

事業予定者が次の各号に掲げる事由に該当した場合は、法人は審査結果等にかかわらず、

既に決定した事項を取り消し、失格とすることができるものとする。 

①提出された提案書が次の要件のいずれかに該当する場合

ア.応募資格のない者が提案した企画提案書類 

イ.この要項に定める提出方法、期限に適合しない企画提案書類 

ウ.記載すべき事項の全部または一部が記載されていない企画提案書類

エ.虚偽の内容が記載されている企画提案書類 

オ.他者の著作権を侵害する企画提案書類 

②参加資格要件を満たさない事由が発覚した場合 

③選定委員に対して、直接・間接を問わず、故意に接触を求めた場合 

④他の参加者と企画提案の内容又はその意思について相談を行い、談合につながる行為をす

ること。 

⑤その他選定結果に影響を及ぼす恐れのある不正行為を行った場合 

（３）次順位者の繰上げ 

事業予定者と契約を締結することができない事由が生じた場合は、プロポーザルにおい

て評価点合計が次順位以下となった提案者のうち、評価点合計が上位であった者から順

に当該業務委託の交渉を行うことができるものとする。 
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１３．その他 

（１）本手続において使用する言語は日本語、通貨は日本円、単位は日本の標準時及び計量

法によるものとする。 

（２）企画提案書の作成及び提出に関する費用は、企画提案書提出者の負担とする。 

（３）企画提案書に虚偽の記載をした場合には、企画提案書を無効とするとともに虚偽の記

載をした者に対して指名停止の措置を行うことがある。 

（４）企画提案書提出後において、原則として企画提案書に記載された内容の変更を認めな

い。 

（５）契約書作成の要否

要する。 

（６）企画提案書の取扱い 

① 提出された企画提案書は、発注者の了解なく公表、使用してはならない。 

② 提出された企画提案書は返却しない。 

③ 提出された企画提案書は、特定を行う作業に必要な範囲において、複製を作成すること

がある。 

④ 企画提案書は、本手続以外に参加希望者及び企画提案者に無断で使用することはない。但

し、公平性、透明性および客観性を確保するために必要がある場合は、公表することが

ある。 

（７） 契約に当たっては、提出された企画提案書のすべてを採用するものではない。 

（８） 参加申請後に大阪市競争入札参加停止措置要綱、大阪市博物館機構入札参加停止要領

に基づく停止措置又は大阪市契約関係暴力団排除措置要綱に基づく入札等除外措置を

受けた者の公募型プロポーザル参加は無効とする。 
 
 

１４．提出先・問い合わせ先 

大阪市立美術館 学芸課 

〒543-0063 

大阪市天王寺区茶臼山町1-82 

電話 06-6771-4874（代表） 

メール osaka-art-museum01@osaka-art-museum.jp 
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